
資料１ 
議会基本条例の検証に係る検討について 

検討事項 検討内容 
①「説明責任を果たす」に関して 

（課題点） 
当日、参加者の意見に対して回答できない場合、ま

た、議員個人の見解を問われた場合等における対応に

ついて整理すべきである。 
仮に後日回答すると発言した場合、いつまでに、誰

がどのように回答するのか。 
（方向性） 
 後日回答とする場合や自治会・参加者から回答を要

望される場合等の取扱いを明確化すべきである。ま

た、議員個人の見解等を問われた際の対応も明確化す

べきである。 

・当日回答できなかった意見への回答について

は、従前どおり次回の議会の各委員会で検討を

行いホームページで回答する。議会報告会の開

催時に回答方法についての説明、フロー図の配

布を行い議会の対応方法の周知を図る。 
・議員個人の見解については質問の対象としな

い。（個人的対応とする） 

②「市民の意見を議会活動に反映させる」に関して 
（課題点） 
聴取した意見を所管委員会へ送付するのみで、議会

としての意見処理後の対応が未整備ではないか。（ホ

ームページ公開内容、調査回答の取扱い等も含めて） 
（方向性） 
所管委員会の意見処理結果を議会として共有し、広

報や政策提言に生かしていくような仕組みづくりが

必要である。また、所管委員会で整理できない場合等

もあり、議会としての対応を協議すべきである。 

・広報や政策提言に生かしていくようなシステ

ムはすでにあるので、これまで通り聴取した意

見については各常任委員会等で十分に協議を

いただく。広報や政策提言に結びつくような意

見については委員会もしくは議会全体で協議

をしていく。 

③「市民との意見交換の場を多様に設ける」に関して 
（課題点） 
各種団体との意見交換会の実施に関して、目的を持

たずに意見交換会を行っても成果をあげることはで

きない。市政の課題に沿ってピックアップしたテーマ

に絞って行うべきであり、対象となる団体も多種多様

にある中、取組方法について整理すべきではないか。 
（方向性） 
 意見交換会の目的の明確化、取組方法に関して整理

すべきである。 

・今年度から、わがまちトークの開催希望があ

った際は、事前に希望する団体と打ち合わせ及

び調整を行い、目的・テーマを決定した後に実

施している。 
・各種団体については今年度の開催希望ゼロで

あったため、今後広報の充実に努める。 


